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て 正しく手当てする。 

 

 ○ 基本方針 

１．「からだ」・「こころ」・「いのち」を一つと観
み

る 

   全人的医療を行います。 

 

２．患者さんと家族に信頼され、地域で喜ばれる病院を 

  目指します。 

 

３．誇りと願いをもち、温かいふれあいを実践します。 

写真：静岡県沼津市戸田 

撮影：医事課 佐藤 恭央 
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新佼成病院に向けて 
じんぼ    よしお 

院 長   神保 好夫  

 

 

 皆様新年明けましておめでとうございます。今年は9月16日に新佼

成病院が開院予定ですが、昨年は建設準備に苦労いたしました。大型

医療機器の選定から始まり、周辺の細かな医療器材や内装、一階ホー

ルの名称の決定、手術室の詳細な設計等、新しい病院への期待もあれ

ば、不安や問題も山積みでした。病院の緑化促進にはこれまでも積極

的に取り組んでまいりましたが、立正佼成会の意向もあり、これから

は以前にも増して推し進めていくことになりました。しかし、これら

のことは建築に携わる竹中工務店、立正佼成会、そして病院の間で意

見や智恵を出し合い検討を重ねれば、比較的容易に進めることができ

ます。問題は新病院の人的運営面です。統計的観点からは、病院が全

ての面で新しくなると、開院後半年はもの珍しさも手伝って、患者さ

んの数が一時的には増えるそうです。しかし病院の中身が旧態依然のままですと、「なーんだ、建物は

新しくなったが、何も変わっていないじゃない」と言われて折角の新病院の価値が下がってしまいま

す。すでに新病院の運営計画は着々と始まっていますが、どうすれば良い方向に、更にはより先鋭的な

病院に変えることができるだろうか？を日夜全職員で一緒に考えております。もちろん、現病院の良い

面も沢山あります。良い面や伝統を守り改革することが条件になります。診療科の調整も現在進行中で

すが、同じ目標を持った優秀な職員のリクルートは、それこそ砂浜で小さな針を探すようなものです。

それほど優秀な医療人を探すのは困難を極め、何処の病院でも喉から手がでるほど欲しいのです。周り

を見て下さい、大きな病院は殆どがリニューアルして設備を整えていますし、リニューアルしたらそこ

で終わりではなく、現在進行形でより良い環境作りを目指しています。職員に対しても、働きやすくや

る気の出る職場を如何に提供できるかがポイントです。職員の人数を揃えることだけが重要というわけ

ではなく、全職員に継続して末永く病院と社会に貢献してもらいたい、それが私の願いです。 

 話は変わりますが、患者さんが病院を訪れる際、病院玄関の対応で病院の印象は大きく左右されま

す。ホテルでは、ドアマンやコンシェルジュが居て、お客さんの世話をしてくれます。ホテルと違っ

て、病院に来る人は、ほとんどが患者さんです。お年寄りも多く、特に初めて来る患者さんはどこに

行って良いかも分かりませんし、歩行障害等があれば手助けも必要になります。現在多くの大学病院で

は患者さんの接遇に力を入れていますが、当病院でもこれを重要な課題と考え、新病院では更に良いも

のにすべく検討しています。佼成病院の基本理念は仏教の教えに基づいた「真観」（表紙参照）ですの

で、これを基に実践しなければなりません。ところで、皆さんはタイ国の首都であるバンコクの病院に

ついてご存じでしょうか。バンコクには数カ所ですが、世界中からＶＩＰが治療を受けにくる病院があ

ります。その病院のコンシェルジュ部門は大変よく訓練されており、素晴らしいのです。タイ人は高齢

者に大変優しく、仏教国ですので、仏教の教えに基づいたサービス精神を持っていると言えます。これ

らをそのまま日本で真似するわけにはいきませんが、新佼成病院に取り入れることができるのかなどを

検討してみたいと思います。これに準じて実践している病院が日本にもあるようですが、やはり実際に

自分の目で見てくる必要があるので、バンコクに行って私自身で体験してくる予定です。どの様なシス

テムが出来上がるか、是非楽しみにしていてください。 

 2月には新病院の上棟式も控えております。6月に建物が出来上がり、医療機器を運び、電子カルテの

使い方の勉強や練習も大変です。病院の引っ越しは、経験者からは大変だと聞いております。今から28

年位前になるでしょうか、私が東京医科大学病院に勤務していた時に、旧病院から現東京医科大学附属

病院の引っ越しがありました。同じ敷地内での引っ越しでしたが、大変だったと記憶しています。当時

の大学病院院長が私の恩師である（故）牧野惟男先生でした。その時に恩師の言った言葉が昨日のこと

の様に思い出されます。「病院の引っ越しは大変だぞ、将来そのようなことを経験するかも知れないか

ら良く覚えておけよ」確かこのように言っていたと思います。まさか、現実になるとは・・・。 

（故）牧野惟男先生も天界で笑っていることでしょう。 
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笑顔で接遇を 

はたけなか たかこ 

事務部長 藤谷 榮次 

 

看護部長 畠中 孝子 

 あけましておめでとうございます。 

振り返ればあっという間の１年でした。皆様はいかがでしたでしょうか？ 

昨年11月に看護学校の同級会を行いました。懐かしい顔・・・何十年ぶりであった

人。不思議と違和感なく皆すぐに打ち解けました。 

そこで振り返ってみましたのが看護学校の教育方針「ゆたかに清く」そして、校訓

として「自ら厳しく 他に優しく 佳き朋をもち 良き友たり 正見正思 科学す

る心を培い 豊かに清らかに 慈悲の心を養う」でした。 

 学生の頃は、あまり覚えていなかった気がしますが、今改めて読み返すと意味深

さを感じます。 

この言葉は校訓として、立正佼成会開祖であり看護学校開設者でもある「庭野日敬」先生が掲げられた

ものです。大事なことを忘れていたような気分になりもう一度原点に帰らなければと感じた次第です。 

今年９月に新病院は開院いたします。原点に戻り、地域の方々に愛して頂ける病院を目指すべく努力し

ていきたいと思います。 

ゆたかに清く 

 新年明けましておめでとうございます。 

 皆様におかれましては、健やかに新しい年をお迎えの事とお慶び申し上げます。 

さて、待ちに待った新病院が、本年9月16日に開院の予定です。 

現在、工事は順調に進捗しており、院内では新病院に設置する医療機器始め、全て

の器材についての準備が進行しています。 

また、今後は電子カルテや各種機器の操作訓練、引っ越しの準備等、開院に向けて

取り組まなければならない事が山積しています。無事に新病院での運営が出来るよ

う、全職員の叡知を結集して、これらの問題に取り組んでまいります。 

 新病院の開院にあたり、ハード面の整備とともにソフト面での改善もしなければ

なりません。 

数多ある改善項目の中で、全職員が取り組まなければならないうちの一つが接遇です。 

病院に来院される患者様の殆んどの方が、不安を抱えてお越しになります。 

その患者様を「笑顔でお迎え」して、診察・検査等で院内各所を回られる際には、各部署では患者様

の不安を解消して頂けるような、丁寧な対応（説明・接遇）をしなければなりません。 

そして、万一患者様が来院時に、院内での対応に不満を感じられたら、お帰りまでに不安と不満を解

消して「笑顔でお帰り頂く」事を心掛けなければなりません。 

 その為に、コンシェルジュの導入や、接遇の実践的な研修を行い、「佼成病院の職員の対応・接遇

は素晴らしい」と評価して頂けるような、病院にしたいと念願しています。 

 安全・安心の医療の提供とともに、全職員が患者様を「笑顔でお迎えし、笑顔でお帰り頂く」を

キャッチフレーズに、接遇に取り組んでまいります。 

 新病院開院の年です。地域と患者様に更に信頼される病院となれるよう、全職員がこころひとつ

に、明るく笑顔の絶えない職場作りに努力してまいります。 

 本年もよろしくお願い申し上げます。 

ふじや  えいじ 
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一昨年9月に着工した佼成病院新築工事は順調に進捗し、本年2月12日に上棟式を予定しています。今後は、6月

に竣工、9月9日に落成式、そして同月16日に開院を迎えます。今回は、本誌をお借りして、新病院の概要と最近の建

設現場状況についてご案内します。 

 新病院の住所は杉並区和田二丁目25番1号です。旧日立アパート跡地で、建物の一部は環状七号線に面していま

す。法輪閣や聖堂などの佼成会主要施設に隣接し、名実ともに佼成会附属施設に相当する立地です。新病院への

アクセスは、公共交通機関として地下鉄丸ノ内線と路線バスがあります。残念ながら、地下鉄の駅(方南町、東高円寺)

やバス停留所からの利便性は現弥生町施設よりも劣ります。また、現病院を利用されている患者さんのアクセス手段

を確保することも今後の大きな課題です。一方、新病院では約100台収容可能な駐車場を整備しました。加えて、環

状七号線への新規交差点設置と病院周辺道路の相互交通化が実現しましたので、敷地内ロータリーを利用して正

面玄関前に渋滞なく車を付けることができます。したがいまして、車を利用してのアクセスの良さは格段に増すことが

期待できますし、さらには、新病院敷地内へ路線バスの引き込みができるようにバス会社と交渉中です。 

建物は免震構造、地下1階、地上10階の一体型で、病棟機能を主体とした高層棟と外来機能や手術部門が主とな

る低層棟から構成されています。外構南側には誰でも自由に往来ができる歩行者専用貫通通路を設け、建物の周辺

には色とりどりの植栽を配置します。さらに、主要個所には屋上庭園を設けました。四季の変化を楽しめる空間を創造

し、病院施設全体がいのちを育む豊かな環境となることを目指しました。1階のエントランスホールには常時120人が収

容できる多目的ホールとしての観音ホールが設置されます。患者さんの誘導をはじめとした内観については、色覚の

バリアフリーを基本条件として、カラーユニバーサルデザインの認証取得を目指しています。 

 新病院は区西部保健医療圏に位置し、中央線以南から井の頭線以北の杉並区と中野区南部の医療を主に担うこ

とになります。また、環状七号線に面している点では、渋谷区や世田谷区まで需要が拡大することが予想されます。

総病床数は340床、内訳は、急性期病棟が300床、療養型病棟と緩和ケア病棟が各20床です。地域災害拠点病院、

二次救急医療施設、臨床研修指定病院を継続します。当院の「断らない医療」という方針、杉並行政からの要望、さ

らには都道の動脈である環状七号線に面しているという立地条件から二次救急対応には重点を置いています。救急

部門と画像診断部門を地下一階に並設し、有機的な救急対応と病棟動線を計画、多科・多部署にわたる救急部門

の有効的な運用について協議を重ねています。 

Googleマップから引用

した新病院移転地の航空

写真。 

▲の部分が移転地です。

なんと、Googleマップ

には掘削前の現場が掲載

されています。 

聖堂 

普門館 

法輪閣 

環
状
七
号
線 
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東側からみた新病院の模型 

新病院内の部署配置予定図。 

左側が高層棟(病棟)、右側が低層棟(外来機能)です。総床面積は現在の約1.4倍となります。 
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放射線部門システムに医療連携機能を付加し、病診連携の向上を企画しているところです。外来は現在の科別

診療からブロック別受付という新しい体制に変更します。新病院は電子カルテ運用となりますし、お会計も自動

支払いシステムを導入します。開院当初は、特に完全予約システムとなる外来部門は、患者さんが戸惑うことが

予想されますが、全職員がひとつひとつ丁寧に対応してまいります。 

 建設現場では、昨年末の状態で、低層棟は躯体工事が完了、高層棟は9階床工事に着手しています。今回の

躯体工事で使用するコンクリートの総量は約30,000立米。このコンクリート量は、積載量5ｔのコンクリートミキサー

車6,000台に相当し、そのコンクリートミキサー車を並べたら、東京駅から八王子駅まで達するという膨大な量で

す。現場に出向くたびに驚くことは、工事現場全体が完璧に整理整頓されていることです。莫大な量の掘削作業

にもかかわらず、周辺道路にはドロひとつ落ちていませんでした。建設施設内には建材が整然と並べられてお

り、われわれ素人が見学に行っても一切危険を感じません。工事が予定通り進捗していることはさることながら、

現場スタッフのプロ意識の高さは尊敬に値します。 

昨年12月中旬に先行ルームの見学会を開催しました。現場病棟に1床室と4床室の実物を作製、ベッドや床

頭台をはじめとした実際の家具・什器を搬送し、延べ70人程度の職員で病室内の使い勝手や色合いを検証・確

認しました。一昨年の段ボールモックアップでほぼ完成形までの案を出していたとは言え、いざ実物に触れると

なかなか諾とは判断できず、また、一昨年から進化した医療機器も多数あります。賛否両論・多種多様の熱い意

見と感想を頂きましたが、みなさんの眼差しがキラキラと輝いていたことは確かでした。 

 

 新病院建設はわれわれ職員にとって積年の夢でした。今、「Dreams come true」の時を迎えようとしています。

病院職員は、佼成会関係者各位の温かく深いご理解とご協力に応えなければなりません。また、地域中核病院

としての佼成病院に対する期待の大きさを自覚しなければなりません。巨大建造物のコンクリートの塊に血脈を

注ぎ、熱い魂を吹き込むのはわれわれ職員の役割です。これから開院までの約9か月の間でやるべきことは山積

しており、運用面でのさまざまな問題を解決しなければなりません。職員一同、期待に胸をふくらませ、患者さん

を「笑顔でお迎えし、笑顔でお帰り頂く」ことができるよう心ひとつにしてまいります。どうかご期待くださいませ。 

 

文責: 花見 勝一郎、二階堂 孝 

12月末時点での現場ナマ写真。 
「とにかく、デカイ！ 」というのが第一印象です。 

昨年5月に開催された免震装置の見学会。 
この丸いゴムの塊で病院は守られています。 



新入職医師紹介 

葛原 茂樹 田部井 弘一 島田 和樹 

現地先行ルームの1床室(左側)と4床室(右側)。 
練りに練ったアイデアがこういうカタチになりました。全スタッフで快適な療養環境を提供します。 

昨年12月の見学会。 
まずは、現場会議室で竹中スタッフからオリエンテーションを受けて(左側))。 
極寒の中での熱いディスカッションが交わされました(右側)。 

平成25年10月入職 

平成15年杏林大学医学部卒業 

日本内科学会認定内科医 

日本消化器病学会専門医 

日本肝臓学会専門医 

日本消化器内視鏡学会専門医 

たべい   こういち 
くずはら しげき しまだ  かずき 

平成25年10月入職 

平成23年帝京大学医学部卒業 

平成25年10月入職 

平成21年聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学卒業 

 

 内 科  整形外科  整形外科 

Page 7 



ホームページもご覧ください 
http://www.kosei-hp.or.jp 

           立正佼成会附属佼成病院 

〒164-8617 東京都中野区弥生町5-25-15 

   発行人   院長 神保  好夫 

周辺拡大図 

周辺地図 

編集後記 

 当院は、開設（昭和27年8月）してから満61歳を過ぎまし

た。私自身も奉職させていただいてから満38年を過ぎておりま

す。開設当時の名称は「交成病院」としてスタートし、昭和35

年6月から現在の「立正佼成会附属佼成病院」に改称され今日

に至っております。思いおこせば色々なことがありました。た

くさんの思い出がありますが、特に記憶に残っているのは、昭

和57年におきた台風による水害です。病院の地下部分が水没し

電気設備などライフラインが断たれたため、照明もなくさなが

ら野戦病院のような状況になり、病院前の交差点（中野通り）

を救助用のボートが行き来したことを思い出します。そのよう

な多くのことを乗り越え、今日まで地域の中核病院として貢献

してこられたのも、地域の多くの方々、開設者の立正佼成会 

庭野日敬開祖さまと多くの信者さんに支えられてきたこと、そ

して、患者さんや職員をずっと守ってきてくれた病院そのもの

のおかげだと思っています。         I編集員 

  面会時間 

 

    平日・土曜日 

  14:00～20:00 

 

      日曜祭日 

  11:00～20:00 

 
※５西病棟（女性病棟） 

 平日・日曜祭日共 

 14:00～20:00 

 

法輪閣 

移転先：杉並区和田二丁目（法輪閣北）

環状７
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新佼成病院 平成26年秋竣工予定（予想完成図） 

 


